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	応用
	抗原情報
	背景
	NRXN1（ニューレキシン1）は、ニューレキシンファミリーに属するI型膜貫通タンパク質をコードしています。ニューレキシンは細胞表面受容体であり、中枢神経系のシナプスにおいてニューロリギンと結合してCa(2+)依存性ニューレキシン/ニューロリギン複合体を形成します。この複合体は効率的な神経伝達に必要であり、シナプス接合の形成に関与しています。この遺伝子ファミリーの3つのメンバーは詳細に研究されており、2つの選択的プロモーター（αおよびβ）と各ファミリーメンバーにおける広範な選択的スプライシングの利用により、3,000以上のバリアントが生成されると推定されています。最近、NRXN1の3'領域に3つ目のプロモーター（γ）が同定されました。NRXN1の変異はピット・ホプキンス様症候群2と関連しており、統合失調症の感受性に寄与している可能性があります。細胞形態形成、分化に関わる細胞形態形成、細胞運動、細胞接着、細胞間シグナル伝達、シナプス伝達、軸索形成、軸索誘導、シナプス形成、神経インパルスの伝達、生物学的接着、細胞投射の組織化、ニューロンの分化、ニューロン投射の発達、細胞成分の形態形成、細胞部分の形態形成、細胞外構造の組織化、ニューロンの発達、ニューロン分化に関わる細胞形態形成、ニューロン投射の形態形成、細胞投射の形態形成、シナプスの組織化、神経系のプロセス、
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）
	画像データ
	

	NRXN1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

